
富士見市農業委員会農地利用最適化推進委員候補者の推薦及び応募状況（募集期間：11月15日～12月25日）　更新日：令和7年1月8日　　　　

年月日 項　　目 男 女

R4年4月 水谷第６支部支部長 小沢　浩 自営業 64 ○

R5年7月 埼玉県農業共済組合損害評価会委員 細田　和夫 農業 84 ○

村田　敏和 農業 63 ○

H27年6月 いるま野農業協同組合理事 高橋　茂 その他 67 ○

R1年5月 農地利用最適化推進委員（現在） 山田　清 農業 63 ○

高橋　秀夫 会社員 63 ○

H18年4月 道場地区支部長 松澤　洋文 農業 71 ○

H20年4月 南畑土地改良区監事 渋谷　一郎 農業 76 ○

R4年5月 農地利用最適化推進委員（現在） 清水　武夫 公務員 49 ○

H25年4月 勝瀬南農家組合長 大澤　利明 農業 70 ○

葛貫　満雄 農業 70 ○

横山　新治 自営業 76 ○

H24年11月 荒川右岸用排水土地改良区総代 齊藤　純一 自営業 47 ○

H28年11月 荒川右岸用排水土地改良区監事 時田　昭一 農業 77 ○

R2年12月 荒川右岸用排水土地改良区理事 大澤　榮一 農業 75 ○

H20年4月 新長地区支部長 桶田　修平 農業 68 ○

大城　忠勝 会社役員 51 ○

𠮷田　義昭 農業 75 ○

R5年5月 鶴馬水利組合組合長 小石　幸司 農業 75 ○

小杉　好則 自営業 57 ○

加治　初雄 会社員 64 ○

農業
（兼業）

72 ○ 無

年齢
（歳）

無

推薦理由その他
NO.

推薦
／
応募

担当
区域
番号

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

応募理由
農業経営
の有無

農業委員
への推薦・
応募状況

法人・団体推薦

男 女
構成員
の数

構成員
たる資格

推薦理由 氏名 職業名称 目的
代表者又は
管理者の氏名

候　補　者 推　薦　者

無

地域には担い手の不足や、耕作放棄
地の発生などの課題がある。その中で
も精力的に活動されている農業者もお
り、地域の農業が活性化するよう、担い
手の支援や耕作放棄地の未然防止、
解消などに貢献したい。

当地は、農地法の特例で住宅開発が
進められていますが、残された農地利
用に不便や迷惑が掛かり右岸の役員
として意見していましたが行政側に立っ
て農地を守る方法を考えたいと思い、
前任者の想いをうけて努力したいと思
います。

経歴〈主として農業に関係のあるもの）

1 推薦 3-2 神山　保男

無

水谷地域には担い手の不足や、耕作
放棄地の発生などの課題がある。その
中でも精力的に活動されている農業者
もおり、地域の農業が活性化するよう、
担い手の支援や耕作放棄地の未然防
止、解消などに貢献したい。

5 推薦 2-1 鴻村　和男
農業
（兼業）

71 〇 有

70 〇 有 無

無

2 推薦 3-1 田中　弥一
農業
（専業）

66 ○ 有

4 推薦 1-1 小川　勝久
農業
（兼業）

61 〇 有

3 推薦 2-2 石井　浩二
農業
（専業）

無

7 推薦 1-2 加治　康秀
農業
（兼業）

65 〇 有 無

6 推薦 2-3 市川　善雄
農業
（兼業）

67 〇 有

個人推薦

農業経験及び知識が豊富で地域から
の人望もあり、農地等の利用の最適化
の推進に関すること、その他の農業委
員会の業務に関する職務を適切に行う
ことができる人物である。

立候補

農業経験及び知識が豊富で、地域から
の人望もあり、農地等の利用の最適化
の推進に関すること、その他の農業委
員会の業務に関する職務を適切に行う
ことができる人物である。

農業経験及び知識が豊富で地域から
の人望もあり、農地等の利用の最適化
の推進に関すること、その他の農業委
員会に関する職務を適切に行うことが
できる人物である。

農業の知識が豊富で、地域からも人望
があり、過去に新長地区支部長を経験
しているので、農地等の利用の最適化
の推進に関する職務を行うことができ
る。

農家の利益を守り地域で調和が図れる
ことに全力で頑張れる人です。

石井さんは、道場地区支部長、南畑土
地改良区監事等を歴任し、農業に関し
て経験・知識が豊富であり、地域からも
人望があります。さらに、現在、農業委
員会の農地利用最適化推進委員とし
て活躍されております。以上のことか
ら、農地利用最適化推進委員として推
薦いたします。

性別

担当地域では専業農家の割合が減少
傾向にあり、農業後継者も少なくなって
きており、耕作困難な状況が見られる
事から富士見市農地利用最適化推進
委員の重要性を感じている。

地域には担い手の不足や、耕作放棄
地の発生などの課題がある。その中で
も精力的に活動されている農業者もお
り、地域の農業が活性化するよう、担い
手の支援や耕作放棄地の未然防止な
どに貢献したい。

推薦者の求めに応じる。

農家組合長等の選考委員の方々より
留任の強い要望が有り、今期同様に来
期も引き続き地域農業の活性化のため
に微力ながらも貢献致したく留任を決
意致しました。


